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① 大阪の今昔-ことば・くらし・コミュニケーション- 日曜 10:30～12:00 

6/1 大阪のことばの歴史 関西大学 教授 森勇太 

6/8 大坂から大阪へ 都市のくらしと住まいのかたち 大阪くらしの今昔館 学芸員 深田智恵子 

6/15 話芸にみる大阪弁のコミュニケーションスタイル 関西大学 教授 日高水穂 

6/22 大阪府方言の動向－地域差と世代差を軸に考える－ 
奈良大学総合研究所 特別研究員 岸江信介 

6/29 大阪府方言と近畿諸方言との関連をさぐる 

② 浮世絵の魅力  火曜 14:30～16:00 

6/10 風俗画から浮世絵へ〜浮世絵の成立〜 

大阪公立大学文学部 教授 菅原真弓 6/17 江戸時代の「メディア」浮世絵〜浮世絵の機能に着目して〜 

6/24 蔦屋重三郎と黄金期の浮世絵〜歌麿、写楽〜 

④ 日本におけるラジオ 100周年～ラジオというメディアを考える 【学長企画講座】 土曜 10:30～12:00 

6/7 離れたところに届く声 電波というメディアの誕生 
元 NHKアナウンサー、大阪芸術大学放送学科 

教授 住田功一 

6/14 ラジオと昭和と音楽と-電波にのったヒット曲の一世紀 

元毎日放送制作局長・ 

現在大阪大学大学院在学中｟音楽学｠ 

寺西厚史 

6/21 ラジオとテレビの違い 

フリーアナウンサー、元朝日放送アナウンサー 

村田好夫 

はびきの市民大学 学長 河内厚郎 

6/28 ラジオから学んだこと 
フリーアナウンサー、元朝日放送アナウンサー 

村田好夫 

⑤ 仏教の教えとその美術 土曜 14:30～16:00 

 6/7 飛鳥・奈良時代の阿弥陀仏信仰 
大阪大谷大学 名誉教授 梯信暁 

6/14 平安時代の阿弥陀仏信仰 

6/21 法隆寺の美術を味わう 大阪大谷大学文学部 専任講師 高志緑  
 

■ 場 所  羽曳野市立生活文化情報センター(LICはびきの) 3階 視聴覚室  

■ 申 込  来館、電話、ＦＡＸ 

■ 申込期間  当該講義日の1週間前から前日まで ※先着順。定員に達し次第、締め切りとなります。 

■ 聴講料  1講義につき800円（当日1階市民大学カウンターにて支払い）   

 
 

 

 

受付  9時 00分～17時 30分（2階学習情報室 9時 30分～16時 30分） ※閉室は祝日・振替休日・年末年始 

 

甘いお菓子、香りのよいだしの効いた料理は、好きな人が多いのではないでしょうか。かつおだしやこん

ぶだしを試飲して、味の感じ方の違いや『味の不思議』を体感してもらいます。食べ物の好き嫌いやおいし

く食べる工夫など、味にまつわるお話をいたします。 

【 日 時 】 7 月 13 日（日）14 時 30 分～16 時 00分 

【 講 師 】 大阪夕陽丘学園短期大学 食物栄養学科 教授 

畿央大学 健康栄養学科 客員教授 上地 加容子 

【 場 所 】 LIC はびきの 3階視聴覚室 

【 定 員 】 60人 ※先着順  【受講料】 500円  

【申込期間】 2025年 5月 18日（日）～ 7月 6日(日) 

【申込方法】 来館・電話・FAX 【支払方法】 来館・銀行振込 

【 対 象 】 小学生～大人 

       保護者同伴 1名可。後方に設ける保護者専用席に着席いただきます。 

        受講生と離れての着席となります。 

万博が始まって 1 ヶ月半ほど過ぎたが、博覧会が終わったあとに何を残すかが

気になる。 

70 年の万国博覧会が開かれた千里丘陵には国立民族学博物館という文化人類

学の殿堂がうまれた。のちに中之島に移転して現代美術のミュージアムとなる国

立国際美術館も、民藝運動の西の拠点となった大阪日本民芸館も、70 年万博の

遺産（レガシー）である。 

大阪・関西万博であとに残るのがカジノだけとしたら勿体ない。大屋根（リン

グ）はじめせっかく造った施設群を再利用しない手はないと思う。昨年のパリ五

輪は既成の建物を活かしたところに妙味があった。    

大阪にあらたな国立の文化施設を望みたい。既に出来上がったパビリオンをリ

ニューアルするなら時間も費用もさほどかからないし、都心に移転させてもよ

い。そうやって歴史を塗り重ね、土地に付加価値を付けていくことだ。来日する

外国人も大阪の歴史と文化を知りたがっている。  

5 月に入ってから吉村洋文知事がリングを一部残したいと発言している。 
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はびきの市民大学情報誌

はびきの市民大学 
〒583-0854 大阪府羽曳野市軽里 1 丁目 1 番 1 号 LIC はびきの内

【TEL】072-950-5503／【FAX】072-950-5650 

学 長 コ ラ ム  

河内厚郎 

(はびきの市民大学学長) 

6月の聴講のご案内 

※障害への配慮が必要な場合は事前にご相談ください。※駐車場（有料）には限りがありますので、公共交通機関をご利用ください。 
※情勢により、感染予防対策をお願いする場合がございます。ご理解、ご了承のほどお願いいたします。 
※表記されている内容については予告なく変更になる場合がございます。 
 
ご個人情報の取り扱いについて 
１．ご提出いただきました個人情報につきましては、個人情報の保護に関する法律に基づいて適切に管理いたします。また、株式会社みのりの里「個人情
報保護方針」のもと適切な取り扱いを致します。 

２．ご提出いただきました個人情報は、はびきの市民大学事務局が主催する講座の運営、受講生募集を行う目的の範囲内で利用させていただきます。 
３．ご提出いただきました個人情報は、次の場合を除き、ご本人の同意なしに第三者に提供することはありません。 

(1)講座実施にあたり、講座を担当する講師または講座委託会社に受講者のお名前、年代、性別、受講履歴を提供すること。 
(2)公的機関からの法令に基づく照会を受けた場合。 

はびきの市民大学 

 

 味の不思議発見！！ 

 

学びたい講義を一つだけ、1日だけなら参加してみたい。そんなご希望にお応えします。 

お好きな講義（日）を選んで聴講することができます。 

 

【第 69 回】 

はびきの市民大学公開講座 


